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１月３日、高森総合センターで高森町成人式が開かれました。

Congratulations!
高森町成人式

成人式 Acomingofageceremony

2013
１.３
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成人を祝うこの式典の対象者は89人。仕事を頑張っている人、県外に進学した人、結婚してい
る人などさまざまな人が出席し、旧友や恩師との再会を喜びました。
式典では、スーツや振り袖に身を包んだ新成人たちが集まり、新たな門出を祝いました。草村大

成町長が「みなさんは、今日スタートラインに立ったばかり。背伸びせずにじっくりと将来のこと
を考えてほしい。なすべきことをなすべきときにやることが大事。」と激励。新成人を代表して、福
富世那さんが宣誓しました。
式典後、尾下菅原神社獅子舞の披露や、記念行事として成人者意見発表が行われ、各地区の代表

４名が両親への感謝の気持ちやそれぞれの目標を語りました。
多くの来賓からの祝福と励ましの言葉にあふれた成人式。成人を迎えた幸せをしっかりかみしめ、

輝かしい将来に大きく飛躍してください。

【
成
人
者
代
表
宣
誓
】

福
富

世
那
さ
ん
（
高
森
・
村
山
）

【
交
通
安
全
宣
言
】

東

可
南
子
さ
ん
（
高
森
・
昭
和
）

【意見発表】

本田 陽亮さん
（中・祭場）

後藤 美沙希さん
（上色見・洗川）

佐藤 雄二さん
（草部・灰原）

谷川 あずみさん
（高森・旭通）

二
十
歳
の
誓
い
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２月18日（月）
から申告が始まります!!!

申告は、自主申告が基本です。
収支の把握は自分しか分かりません。再度収入等をご確認いただき、会場へお越し下さい。
※申告相談は必ず指定会場で行って下さい。税務課窓口では受け付けておりません。

˔１日早めの申告
・主な収入が給与、年金であり、申告をされる予定の方は、この機会をご利用下さい。
・日時 ２月15日（金） 受付時間 午前10時～11時半、午後１時半～３時半
・場所 高森総合センター（大会議室）

˔申告が必要な人（平成25年１月１日現在、高森町に住所のある方）
Ａ 給与所得者で下記に該当する方
・年末調整が終わっていない方
・給与所得以外に収入がある方

Ｂ 年金所得者で下記に該当する方
・生命保険料控除・医療費控除・社会保険料控除等の所得控除を受ける方
・年金所得以外に収入がある方

Ｃ 遺族年金や障害年金等を受給している方

Ｄ 営業・農業・その他事業・不動産等の所得がある方
・赤字などで確定申告の必要のない方でも、町県民税の申告は必要です。

˔申告受付会場で相談ができない申告（税務署へ）
・雑損控除を受ける方
・相続、贈与税の申告をする方
・青色申告者の方
・消費税の申告をする方

˔２月25日（月）～２月27日（水）は税理士無料相談日
・消費税、相続・贈与税、雑損控除を受けようとする方は、出来るだけこの期間に申告相談をさ
れて下さい。

˔申告に必要なもの
・印鑑
・源泉徴収票
・出荷、販売証明書（農業・営業・不動産収入がある場合）
・生命保険・地震保険・介護保険料・国民年金等の支払証明書

˔お問い合わせ先 高森町役場税務課税務係（内線165・166）

税務課からの
お知らせ
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◆ 平成25年度（平成24年分所得）申告受付会場 ◆

金木水火月曜日

2月22日2月21日2月20日2月19日2月18日日にち

高森総合センター会場

上町・昭和
（１～8組）

旭通
（１～8組）

下町
（１～8組）

中・矢津田・
尾下２河原１・２受付時間

９～11時

昭和
（9～31組）

旭通
（9～24組）

下町
（9～23組）天神横町受付時間

13～15時

3月1日2月28日2月27日2月26日2月25日日にち

朋遊館
高森総合センター

会場
税 理 士

津留１・２尾下１・野尻２

相談日

森冬野・津留受付時間
９～11時

河原1・2
尾下2
相談日

野尻１村山上在受付時間
13～15時

3月8日3月7日3月6日3月5日3月4日日にち

高森総合
センター草部総合センター会場

相談日

中・矢津田
相談日永野原芹口草部

（社倉以外）
受付時間
９～11時

相談日菅山下切・芹口草部（社倉）受付時間
13～15時

3月15日3月14日3月13日3月12日3月11日日にち

高森総合センター会場

相談日中原・前原小倉原井上山鳥受付時間
９～11時

税務署送付
準備洗川・大村西丁中園戸狩受付時間

13～15時
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税 務 署 か ら の お 知 ら せ

平成24年分の所得税、個人事業者の消費税・地方消費税及び贈与税の受付期間は、次の表のと

おりとなっています。

確定申告は、納税者自身が所得金額や税額を正しく計算して納税する申告納税制度を採っていま

すので、申告と納税は、期限内にお済ませください。確定申告書の提出は、郵送等でもできます。

申告期限が間近になりますと、申告会場は大変混雑し、長時間かかる場合もありますので、お早

めに申告をお済ませください。

○電子証明書等の準備
※電子証明書は、住民基本台帳カードに格納されていますので市役所等の窓口で、住民基本カードを入手
し公的個人認証サービスに基づく電子証明書の発行を受けてください。
また、別途住民基本台帳カードに適合したＩＣカードリーダライタが必要です。

○利用者識別番号等の取得
※ｅ－Ｔａｘホームページからオンラインで開始届出書を提出すれば、即時に発行（通知）されます。
○ｅ－Ｔａｘソフト等から電子証明書等を登録（初期登録）
※ｅ－Ｔａｘソフトをインストールし、利用者ファイルの作成、納税用確認番号の登録、電子証明書の登
録等が必要です。
なお、ｅ－Ｔａｘソフトは、ｅ－Ｔａｘホームページから無償でダウンロードできます。

★詳しくはｅ－Ｔａｘホームページをご覧ください。

確定申告のご案内

ｅ－Ｔａｘを利用するには

「国税電子申告・納税システム（ｅ－Ｔａｘ）」では、自宅やオフィス、税理士事務所などから

インターネットを利用して、国税に関する各種手続（①所得税、法人税、消費税、酒税及び印紙税

の申告、②全ての国税の納税、③納税証明書の交付請求及び法定調書の提出などの申請・届出等）

ができます。

また、平成24年分以降の贈与税の申告等については、国税庁ホームページの「確定申告書等作

成コーナー」からｅ－Ｔａｘを利用して送信できます。

ｅ－Ｔａｘを利用しましょう

受付期間税目
平成25年２月18日（月）～平成25年３月15日（金）所得税
平成25年１月４日（金）～平成25年４月１日（月）消費税及び地方消費税
平成25年２月１日（金）～平成25年３月15日（金）贈与税

（注）所得税の還付申告については、１月４日（金）から受付が始まっています。
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阿蘇税務署 0967-22-0551（代表）
※電話をおかけの際は音声案内に従って２番を選択してください。

申告書の作成は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」が便利です。

国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp

ｅ－Ｔａｘホームページ http://www.e-tax.nta.go.jp

熊本国税局ホームページ http://www.nta.go.jp/kumamoto/

所得税の確定申告が不要になる場合があります。

以下の項目に沿って所得税の確定申告の要否を確認してください。

公的年金等を受給されている方へ

昨夏の九州北部豪雨により、被害を受けられた皆様に心からお見舞い申し上げます。

九州北部豪雨により、①ご自身や生計を一にする親族が所有する住宅や家財などに被害を受けら

れた方は、雑損控除又は災害減免法を適用することにより、②また、ご自身の事業用資産に被害を

受けられた方は、損失額を所得の計算上、必要経費に算入することにより、平成24年分の確定申

告において、所得税の軽減等を受けられる場合があります。

詳しくは、熊本国税局ホームページをご覧いただくか、阿蘇税務署にお尋ねください。

九州北部豪雨により被災された方へ
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『『学校の教育活動に関する意識調査の結果及び考察『学校の教育活動に関する意識調査の結果及び考察』』

コミュニティ・スクールは、地域とともにあ

る学校づくりを目指し、保護者や地域の代表者

（学校運営協議会委員）が学校から提示された

学校運営方針を承認したり、教育活動の評価を

したりする仕組みのことで、地域の皆さんと一

緒に地元の学校をよりよくしていこうというも

のです。

高森中学校公開日 （Ｈ24／12／２）
ＰＴＡ教育講演会（コミュニティ・スクール）

意識調査の結果（保護者、地域住民）意識調査の結果（全体）

高森中学校区コミュニティ・スクール推進委員会

保護者・地域の学校に対する要望を集約し、地域とともにある学校づくりに的確に反映させるた

めに意識調査を実施しました。意識調査対象者は、高森中学校区内の小・中学校保護者や地域の

方々でした。11月に協力を依頼し、集計・分析を行いました。

（12月31日現在高森中校区）人口／5,486人、世帯／2,167戸

意識調査 平成24年11月

意識調査の内容は、学力向上、豊かな心の育成、ボランティア活動の充実、基本的生活習慣の定

着、安全教育の充実、体験活動の充実、いじめ・問題行動等への対応の充実、部活動等の充実、そ

の他の９項目の中から学校で重点的に取り組んでほしい項目を２つを選ぶというものです。

合計地域住民保護者
高森中学校校区高森中高森中央小幼稚園・保育園

３０２８８７２９２５０
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煙アンケートの結果をコミュニティ・スクールの目標作りや具体的な活動に役立てていきます。

保護者や地域の皆様、アンケートの御協力ありがとうございました！

意識調査の結果（項目別）

煙全体の結果は１位「豊かな心の育

成」、２位「学力向上」、３位「基

本的生活習慣の定着」でした。保

護者や地域の方々ともに、調査対

象別に見ても同じような結果とな

りました。

煙地域住民の方々では１位が「豊か

な心の育成」、２位が「基本的生活

習慣の定着」でした。

煙幼稚園や保育園の保護者では、「豊

かな心の育成」や「基本的生活習

慣の定着」の割合が多いですが、

小学校・中学校と年齢が上がるに

つれて「学力向上」の割合が増え

ています。

意識調査の結果の概要
煙全体の結果は１位が「豊かな心の育成」でした。少子

高齢化や核家族化等、現代の状況を考えると、社会生

活を過ごす上で思いやりや誰とでも協力して仲良くす

ること等、道徳的心情を育むことが期待されていると

言えます。

煙地域住民の方々と保護者の方々は年齢層が違っており、

そのことが教育に対するニーズやイメージの違いに

なっていると考えられます。

煙幼稚園や保育園の保護者では、生きる力の基礎・基本

である早寝・早起き・朝ごはん等「基本的生活習慣の

定着」や「豊かな心の育成」の割合が多いです。一方、

小学校・中学校と年齢が上がるにつれて「学力向上」の

割合が増えています。特に、自己実現を図るための大

きな要素の一つとして、中学校の「学力向上」の割合

は高いです。

意識調査の考察
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高森町では高森町新教育プランに基づき、

文部科学省に教育課程特例校の申請を行い、

文部科学大臣より教育課程特例校の指定を

受けました。これにより平成25年４月か

ら特色ある教育課程として小学校１年生か

ら英語教育が始まります。

また、同時に小中９年間を通じてふるさ

と教育を推進するため「高森ふるさと学」

を導入します。

教育委員会からのお知らせ

通常は、学習指導要

領の基準により教育課

程を編成します。具体

的に小学校の外国語活

動は５、６年生で行い

ます。しかし、教育課

程特例校の指定を受け

ることで、学習指導要領の基準を超えた

小学校１年生から外国語活動を行うこと

が可能になります。

平成25年４月から

小学１年生より
英語教育がスタート

高森町教育委員に
後藤 福一さん

12月定例議会において、宇藤信喜前

教育委員の任期満了にともない、高森町

教育委員に後藤福一さん（上色見・前原）が

選任されました。なお、委員の任期は４

年です。そのほかの高森町教育委員は次

の方々です。

▲写真は高森中央小学校５年生の英語の授業風景

・平田ルリ子教育委員長、草村伸夫教

育委員長職務代理者、二子石敬喜教

育委員、佐藤増夫教育長

教育課程特例校とは…
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お問い合わせは、高ＳＰＯ事務局 62-2991までご連絡ください。

大規模災害発生時の施設の使用に関する相互協定調印式

高森町と高森署が災害時の協定を締結
１月11日、高森町と高森署は災害時に

被災した際、住民の生命、身体及び財産の
保護、公共の福祉の確保等を迅速に行うた
めに、互いの施設を臨時利用できる協定の
調印を執り行いました。
これは、多くの公共施設が被災した東日

本大震災や、昨年の７月12日に発生した
「九州北部豪雨災害」の教訓から今回の協
定調印となりました。被災時に警察又は役
場機能が喪失した場合、双方の臨時移転可
能な代替施設の確保のため、高森署は「高

森総合センター大会議室」を使用、町は「高森署内会議室」を使用することで合意。役場庁
舎と高森署の間の距離は約２キロメートルで、どちらの施設も耐震基準を満たしています。
自治体機能が警察署内に入ることは全国でも非常に少なく、熊本県内では初めての相互協定
の締結となります。草村町長は「町と警察が一丸となって動くための第一歩が実現できた」
と話していました。

▲調印後に握手を交わす、草村町長（左）と田中署長（右）

12月20日（木）、熊本県サッカー協会より

指導者を招いて、小学３年生以下を対象とした

サッカー体験教室が行われました。25名の子

どもたちが参加し、サッカーの基本的な動きの

指導を受け、ドリブルやゲームなどを楽しみま

した。

☆ 児童サッカー体験教室が行われました ☆

だだだ よよ りり

熊本県内で初の相互協定
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※平成25年３月から試験放送を予定しています。
※テレビに郵便番号を設定する必要があります。
※データ放送に対応していないテレビではご覧になれません。

平成25年４月から正式スタート!

高森町で利用できるようになります高森町で利用できるようになります！
（熊本県内で２自治体のみ参加（熊本県内で２自治体のみ参加）

高高森町で利用できるようになります高森町で利用できるようになります！！
（熊本県内で２自治体のみ参加（熊本県内で２自治体のみ参加））

お問い合わせ先 高森町役場 総務課 総務係（内線115）

高森町では、ＲＫＫ（熊本放送）が提供する「データ放送を活用した
住民情報サービス（通称：デタポン）」に参加します。
ＲＫＫを視聴中にリモコンの「データ放送ボタ
ン（ｄボタン）」を押すと、高森町が発信する様々
な情報（防災情報・イベント情報・生活情報【お
くやみ】等）をご覧いただけます。

※イメージです。 ※イメージです。
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阿蘇世界文化遺産リレーコラム第５回は、産山村から「扇田」と「池山水源」についてのご紹介です。

◆次回は、高森町の「わがまち自慢の世界遺産」についてご紹介します！

阿阿蘇世界文化遺産リレーコラム阿蘇世界文化遺産リレーコラム ～わがまち自慢の世界遺産～～わがまち自慢の世界遺産～

法律問題
―携帯電話のトラブルにご注意―

ここ数年、性別、年齢を問わず、「携帯サ
イトに高額なポイント代金を支払ってし
まった」（サクラサイト詐欺）という相談
が急増しています。
サクラサイトとは、サイト業者に雇われ
た“サクラ”が異性、芸能人、社長、弁護
士、占い師などのキャラクターになりすま
して、消費者のさまざまな気持ちを利用し
てサイトに誘導し、メール交換等の有料
サービスを利用させ、その度に支払いを続
けさせるサイトをいいます。具体的な手口
としては、「相談相手になってくれればお金
をあげる」、「私の遺産を受け取って下さい」
などの誘い文句で、消費者をサイトへ誘導
し、やりとりをするためのポイントの購入
をせまります。
従来は、突然届く迷惑メールや懸賞・占
いなどのサイトに登録した際に届くメール
を利用して消費者を有料サイトに誘導して
いました。ただ最近では、スマートフォン

の普及に伴い、利用者が増加しているコ
ミュニケーションアプリの機能を利用した
サイトへの誘導も報告されています。
被害に遭わないために！
①知らない人から届くメッセージには返信
しない。

②画面の表示や利用規約を十分に確認する。
③知らない人とやりとりする場合には、可
能な限りやりとりを保存しておく。

おかしいと思った場合には、お金を払う
前にまず、お住まいの自治体の消費生活セ
ンター等や専門家にご相談下さい。

法テラス高森法律事務所

○扇田
扇田は、山あいの浸食された土地
を開墾したもので、扇状にひろがる
地形を活かして等高線状に作られて
おり、現在は全国棚田百選・うまい
米作り百選に選ばれています。水田
への用水は、1,300ｍ上流の熊本県
名水百選の山吹水源から飲料水とし
ても利用できる清流を直接導水して
います。
この扇田と原生林に囲まれた山吹
水源や野の花（ヒゴタイ、ユウスゲ
など）は、自然派カメラマンに賞賛
されています。

コラム第５回 「扇田」と「池山水源」 担当：産山村

○池山水源
全国名水百選に選定されている池山

水源は、恒温13.5℃、毎分30ｔとい
う豊富な湧水を誇っています。一帯は、
樹齢200年以上といわれる巨木群に囲
まれ、湧水は玉来川となり大野川へ合
流し、遠く別府湾へと注いでおり、熊
本のおいしい水の代表です。
産山村で最も多くの観光客が訪れる

観光スポットでもあり、県内外の方々
から毎日水汲みに訪れて頂いています。
また、地元ガイドによる池山水源を

活用した地域散策や観光振興の取組み
も活発に行われています。
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森
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り
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台
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。
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。
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。
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、

そ
れ
で
も
肌
寒
い
く
ら
い
の
天
候
で
、
陽
が

差
せ
ば
半
そ
で
シ
ャ
ツ
で
過
ご
せ
る
、
そ
ん

な
お
だ
や
か
な
気
候
で
し
た
。

三
泊
四
日
で
訪
問
し
た
私
達
は
、
中
日
に

公
演
予
定
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
観
光
な
ど

公
演
が
終
わ
る
ま
で
は
落
ち
着
か
な
い
、
皆

そ
ん
な
様
子
で
し
た
。
初
日
の
夕
食
会
は
、

静
か
に
終
わ
り
ま
し
た
。

公
演
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
落
ち
着
か
な

く
開
場
三
時
間
前
に
は
、
台
北
野
外
音
楽
堂

へ
行
き
ま
し
た
。

収
容
人
数
一
千
人
規
模
、
ギ
リ
シ
ャ
式
神

殿
を
思
わ
せ
る
そ
の
造
り
に
接
し
た
時
、
メ

ン
バ
ー
は
む
し
ろ
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
準

備
に
入
り
ま
し
た
。

ど
れ
く
ら
い
の
来
場
者
で
開
催
で
き
る
の

か
、
台
北
市
側
に
お
願
い
し
た
だ
け
で
、
そ

れ
は
不
安
で
し
た
。
開
演
一
時
間
前
に
は
満

席
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
驚
き
で
し
た
。

現
地
の
外
務
省
関
係
者
、
そ
し
て
友
人
が
全

島
の
マ
ス
コ
ミ
を
活
用
し
、
開
催
を
告
知
し

て
く
れ
ま
し
た
。

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
天
草
本
渡
の
太
鼓
と
、
落

ち
着
い
た
太
鼓
さ
ば
き
の
高
森
風
鎮
太
鼓
。

そ
の
違
い
が
双
方
に
喝
采
を
、
贈
り
ま
し
た
。

公
演
が
終
わ
る
と
舞
台
に
観
客
が
駆
け
上
り
、

奏
者
に
サ
イ
ン
を
ね
だ
り
あ
ま
り
の
多
さ
に

悲
鳴
を
あ
げ
る
。
そ
の
姿
今
で
も
忘
れ
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

台
湾
中
部
、
こ
こ
か
ら
四
時
間
は
か
か
る

で
し
ょ
う
、
少
数
民
族
出
身
の
女
性
が
尋
ね

て
き
ま
し
た
。
子
供
の
頃
に
聞
い
た
日
本
の

太
鼓
が
見
た
く
や
っ
て
き
ま
し
た
。「
あ
り
が

と
う
」
忘
れ
え
ぬ
一
言
で
す
。

太
鼓
は
、
国
を
越
え
て
互
い
に
感
動
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

▲台北市にて
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消えゆく忠敬の高森での足跡

郷土史研究会会員

二子石 三喜男
（草部出身 熊本市在住）

忠敬が苦闘を重ねながら実測測量を行って作製した日本列島の地
図や全国の街道筋の測量記録、地形などを書き込んだ絵図、さらに、
17年間にわたる測量の全行程について51冊にまとめられた測量日記
などは、現在千葉県香取市の伊能忠敬記念館に保存されており、平
成20年に国はこの日記を含む2,345点の関係資料を国宝に指定しま
した。このたび私が伊能忠敬の高森測量のことを町の広報誌に掲載
できたのは、実はこの日記に高森での測量のことが記されていたか
らでした。この史実を知って以来私は県や大学の図書館などに通っ
て様々な関係資料の読み込みや蒐集を進め、さらに、測量が行われ
た草部、高森、色見、旧蘇陽、県境を越えた高千穂などに度々足を
運んで、忠敬が200年前に測量した昔の道筋などの現地確認を行い、
この地区での合計４日間の測量について、その詳しい内容を多くの

町民の皆様にお伝えしようと走り回ってきました。
しかし、先の12月号に書いたように、草部側から川走川へ下る道は大きな落石で人が通れなくなり、高森峠の

昔の道筋はいたるところが明治期の県道建設時に寸断されたため、その後藪となって消えかかり、高森町内で忠
敬の宿舎だった萬屋や隊員の宿舎の佐竹家並びに忠敬の健康状態を見守る為に付き添った古沢医師のご子孫の所
在確認なども正確にできず、さらに、色見で宿泊した荒牧家と後藤家のご子孫の方々の所在なども町内を何度も
隈無く歩き回り、多くの方々のご協力もいただきながらいろいろと調べましたが、忠敬生誕の地とは違って、高
森では測量隊の動向を伝える史料が発見できず、忠敬の高森測量に関しては、残念ながら日記に書かれている以
上のことはまだ十分には解明できていないのが現状です。高森にとっては歴史的な遺産とも思える200年前の忠
敬の高森測量の道筋は、次々と新しい道ができたこともあっていたる所で人通りが全く絶えるなどして昔の道筋
を確認できないところが多く、また宿泊した宿などについても関連資料による確認が出来ずにいます。例えば、
高森から色見へ測量を行った道は11月号の実測経路図で示したように、現在の上町から高森郵便局と高森中学校
の横を通り、第二高根切橋を渡り、高森高校野球グラウンド横を通って国道325号を踏切り、森林組合の横を抜
け色見に一直線に向かう、むかし杉馬場往還と呼ばれた道だったことがやっと分かりましたが、この道は途中に
採石場があって最近まで利用されていた道だったものの、現在は途中で行き止まりになっており、高森線が開通
した当時は停車場（高森駅）への道として、戦時中には出征兵士を見送りに行った道として色見と高森の中心部
とをつなぐ大変重要な往還だった事を知る人は、町うちにも色見地区にもだんだんと少なくなってきています。
忠敬の測量に関しては、全国各地でその仕事ぶりや業績を顕彰し、詳しく記録に残しているところもたくさんあ
りますが、高森ではこのように忠敬の高森測量に関する記録や足跡を標した往還の道筋などが失われたり次第に
消え去りつつありとても残念でなりません。

私はこれまで10回にわたり高森を含む日本列島のいたる所の測量を行った「ご隠居伊能忠敬」の仕事ぶり等に
ついて、この広報誌をとおして町民の皆様にお伝えしてきましたが、昨年秋の高森高校文化祭での公開授業にお
いても、３年生の皆さんに、忠敬の高森測量のことや、忠敬が農民や商人の若いころから「将来に対する計画や
目標を明確に立て、それを必ず実現するという生き方」を強い意志（will）として持続していたことが、結果的
に日本列島を歩き通しての測量と正確な地図の完成という大偉業の達成につながっていることを伝えさせていた
だきました。小・中学校の授業でも測量家伊能忠敬については学習しますが、武家中心社会の江戸時代にあって、
一介の町人ながら列島の地図づくりに多大な貢献を果たしている忠敬が、苦難を踏破しつつ高森地域の測量も
行っていたという郷土の歴史を、若い高校生の皆さんに是非記憶していて欲しいと願い教壇に立ったところです。

第10回

３月号につづく

前号のつづき

▲高森高校の公開授業で、高森測量のことが書かれた
国宝の忠敬日記を３年生に説明する筆者
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▼出発式で宣誓を行う高森町青パト隊員

12月20日、高森署で年末年始特別警戒・交通事故防
止運動出発式が行われました。防犯団体や交通安全協
会、町関係者など約100名が参加。１月３日までの期
間中、青パト隊などで巡回。出発式では、高森町の青
パト隊の隊員が宣誓し、年末年始の警戒の強化をはか
りました。

年末年始の特別警戒
交通事故防止運動出発式

12月18日、１人暮らしお年寄り宅へ手作りのお弁
当を配付しました。各委員が材料を持ち寄って、弁当
を作りました。夕方になり、担当地区ごとに弁当を手
渡しで配付しました。喜んでいただけるか心配してい
ましたが、配付後、喜びの電話やお手紙、民生委員児
童委員への励ましの言葉をいただき、委員一同安心し
た様子でした。

民生委員児童委員
一人暮らしのお年寄り宅へ弁当を配付

▲民生委員児童委員のみなさん、おつかれさまでした

▼絵本館「木いちご」を運営する後藤良子さん

1月12日、熊日本社で「熊日緑のリボン賞」の贈呈式が行われ、後藤良子さんが表彰を受けました。この賞は、
「社会を明るくする運動」を受け創設された賞で、地域で奉仕活動を地道に続け、社会貢献してきた人たちをた
たえるものです。今回６団体・５個人が表彰され、贈呈式では、表彰状と記念品が贈られました。後藤さんは、
私財を投じ自宅敷地に、絵本館「木いちご」を開館し、絵本の貸出や読み聞かせなどに力を入れています。後藤
さんは「絵本を通して、親子が言葉を共有してほしい」と話していました。

第106回熊日緑のリボン賞
後藤良子さん（高森・旭通）が「緑のリボン賞」受賞

緑の
リボン賞
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▼感謝状を受け取った荒牧邦彦さん

１月21日、荒牧邦彦さん（上色見・東中原）が法務
大臣から感謝状の表彰を受けました。これは、荒牧さ
んが多年にわたり人権擁護委員として活躍され、人権
の擁護と人権思想の普及高揚に尽力されてきたことが
認められ表彰されたものです。おめでとうございます。

人権擁護委員表彰
荒牧邦彦さんが法務大臣から感謝状

12月25日、起雲山 含蔵寺が38年ぶりに子どもた
ちと「托鉢」を行いました。厳しい寒さの中、本田幸
則住職、裕樹副住職、小学生５名、高森高校陸上部６
名が街中を練り歩き、募金を呼びかけました。これは、
歳末助け合い運動の一環として行われたもので、募金
は高森町社会福祉協議会に寄付されました。

起雲山 含蔵寺
38年ぶりに托鉢復活

たく はつ

▲厳しい寒さの中でしたが元気いっぱい募金を呼びかけました

▼参加した子どもたちは、荒木選手から受けたアドバイスに真剣に耳を傾けていました

１月16日、高森中央小学校グラウンドでプロ野球中日ドラゴンズの荒木雅博選手（熊本工業高校出身）による
野球教室が開催されました。これは、荒木選手の母親で荒木良子さん（旧姓岩下）が本町出身で、荒木選手が「高
森町の子どもたちに野球を教えたい」とのことから実現しました。教室には、少年野球クラブ「高森ドンキーズ」
と高森中央小学校ソフトボール部・高森中学校野球部の子どもたちが参加。バッティングや守備などわかりやす
い指導を受けました。バッティングの指導を受けた高森ドンキーズ主将の工藤慎太郎君（高森中央小５年）は「荒
木選手に自分のフォームを見られて緊張しましたが、ほめられたので嬉しかった。」と話していました。
荒木選手はこの日、高森中央小学校の全校児童を対象とした講演会で「スポーツの基本は走ること。また、ご
飯をたくさん食べること。」などと子どもたちにメッセージを送ってくれました。

中日ドラゴンズ・荒木雅博選手来町
町内の小・中学生に野球教室を開催
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▼色見地区で行われたどんどやのようす

１月は、町内各地で「どんどや」が開催されました。
１月14日に行われた、色見地区のどんどやでは、た
くさんの人たちが集まり、今年１年の無病息災や五穀
豊穣を願いました。各家庭から、芋や鏡餅を持ち寄っ
て「どんどや」の火で焼き、おいしそうに食べていま
した。

町内各地で「どんどや」
無病息災と五穀豊穣を願う

12月14日、ＪＡのフレッシュミズのメンバーが慰
問活動を行いました。昨夏にクールネックを贈呈した
のがきっかけで、現在月１回の慰問活動を行っていま
す。今回の慰問はメンバー５人で行いました。内容は、
軽く体を動かすお米体操やクリスマスツリー作りをお
年寄りと一緒に行いました。

ＪＡフレッシュミズがボランティア活動
グループホーム和楽を慰問

▲お年寄りと一緒にクリスマスツリーを作りました

▼表彰式のあと、受賞者全員で記念撮影

12月１日から12月31日の間、開催された「クリスマスファンタジー」。冬の風物詩となったこのイベントには
多くのツリーが出展され、訪れる人々の目を楽しませていました。結果は次のとおりです。大賞／色見保育園、
金賞／グループホームあそ和楽、銀賞／川上若もん会、銅賞／特別養護老人ホーム 梅香苑、アイデア賞／高森
町観光協会１、阿蘇温泉病院 くるみ幼育園、みどり福祉会 高森保育園、仲良し親子２、高森町社会福祉協議
会、【エコ部門】 金賞／青山製作所 熊本工場、銀賞／仲良し親子３、銅賞／阿蘇立野病院

第10回高森湧水トンネルクリスマスツリーコンテスト
今年のクリスマスツリーも力作揃い
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12月22日（土） 緊急経済対策予算に関する要望（熊本市）

12月25日（火） 駐在嘱託員会議、緊急経済対策打ち合せ

12月26日（水） 阿蘇広域行政事務組合議会（阿蘇市）

12月28日（金） 平成24年仕事納め式、高森町消防団年末警戒（町内各地）

１月 ３日（木） 平成25年高森町成人式

１月 ４日（金） 平成25年仕事始め式

１月 ７日（月） 熊日・RKK新春交礼会（熊本市）

１月10日（木） 部落開放同盟県新春旗開き（熊本市）

１月11日（金） 大規模災害発生時における施設の使用に関する相互協定調印式

トップセミナー国会議員意見交換会（熊本市）

１月13日（日） 平成25年高森町消防団出初式（高森中央小学校グラウンド）

新年賀詞交歓会（阿蘇市）

１月16日（水） 高森町議会第１回臨時会

１月17日（木） 民生委員定例会

１月19日（土） 緊急経済対策に関する会議

１月21日（月） 第10回高森湧水トンネルクリスマスファンタジー表彰式

予算は１年間で２４万円です。（交際費の内の弔費分です。）
現在の残りの額は１２万円です。

お悔やみ
（平成24年度 12月13日～１月14日）

備 考主な内容分 類金 額
香典代弔 費10,000円

（12月22日～１月21日）

●48回の公務・会議への参加の一部です。
●他、45回の準公務・政治活動への参加を行いました。

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

交際費の予算は１年間で１００万円です。
現在の残りの額は４８万９,２００円です。

町長交際費
（平成24年度 12月21日～１月14日）

備 考主な内容分 類金 額日 時
津留公民館津留・南在水利組合総会祝 費5,000円12月21日

旧尾下小学校グラウンド尾下どんどや同好会祝 費3,000円1月 6日
ホテル日航熊本熊日・ＲＫＫ新春交礼会祝 費10,000円1月 7日
河原区民グランド河原地区どんどや祝 費3,000円1月14日
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■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署

℡
６
２
９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

高
森
警
察
署

℡
６
２
０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-
-

阿
蘇
税
務
署

℡
０
９
６
７
２
２
０
５
５
１

冬
の
寒
さ
も
ピ
ー
ク
に
達

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
年
末

年
始
、
全
国
各
地
の
山
々
で

遭
難
事
故
が
続
出
し
ま
し
た
。

阿
蘇
で
も
中
岳
周
辺
に
登

山
し
た
と
思
わ
れ
る
男
性
が

行
方
不
明
と
な
り
、
大
規
模

な
捜
索
に
も
残
念
な
が
ら

（
１
月

日
現
在
）
発
見
に

15

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

登
山
ブ
ー
ム
の
昨
今
、
壮
大
な
景
観
や
野
の
花
を
求
め
て

山
に
足
を
運
ぶ
方
々
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
し
か
し
、
大
自

然
を
相
手
に
油
断
は
禁
物
で
す
。
低
山
で
も
道
迷
い
や
滑
落

な
ど
の
遭
難
事
故
は
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
季
は
特
に
防
寒
対
策
や
、
携
帯
電
話
な
ど
の
通
信

機
器
、
地
図
、
行
動
食
な
ど
の
充
分
な
装
備
と
、
ル
ー
ト
や

気
象
な
ど
し
っ
か
り
し
た
情
報
を
持
っ
て
入
山
し
、
気
持
ち

い
い
安
全
登
山
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
予
防
を
行
な
っ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
等
特
殊
詐
欺
は
過
去
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

１

熊
本
県
内
の
被
害
状
況

県
内
の
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
は
昨
年
、
認
知
件
数
が

件
（
前
年

45

比
＋

件
）、
被
害
金
額
が
約
１
億
円
（
前
年
比
＋
約
７
，
０
０
０
万

26

円
）
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
以
外
の
特
殊
詐
欺
（
未
公
開
株
売
買
、
交
際

の
あ
っ
せ
ん
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
な
ど
の
名
目
で
お
金
を
だ
ま
し

取
る
も
の
）
の
認
知
件
数
が

件
（
前
年
比
＋

件
）、
被
害
金
額
が

44

24

約
４
億
１
，
０
０
０
万
円
（
前
年
比
＋
約
２
億
７
，
０
０
０
万
円
）
と

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

２

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

○

だ
ま
し
の
フ
レ
ー
ズ
を
知
ろ
う

「
風
邪
を
ひ
い
た
、
携
帯
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」（
オ
レ
オ
レ
詐

欺
）

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
手
続
き
の
た
め
、
カ
ー
ド
預
か
り
ま

す
。」（
警
察
官
騙
り
）

「
絶
対
も
う
か
る
。
後
で
数
倍
で
買
い
取
る
。」な
ど
の
儲
け
話（
類

似
詐
欺
）

○

在
宅
中
で
も
留
守
番
電
話
に
し
よ
う

直
接
犯
人
か
ら
の
電
話
に
応
対
し
な
い
こ
と
で
、
落
ち
着
い
た

対
応
が
出
来
ま
す
。

○

Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
帳
（
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
）
か
ら
名
前
の
削
除
を
検
討
し

よ
う警

察
官
を
か
た
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、

電
話
帳
に
名
前
を
載
せ
て
い
る
女
性
で
、
名
前
が
カ
タ
カ
ナ
混
じ

り
や
旧
字
体
で
高
齢
者
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
人
達
で
す
。

電
話
帳
の
名
前
の
削
除
を
検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○

送
金
す
る
時
は
、
必
ず
誰
か
に
相
談
し
よ
う

ひ
と
た
び
振
り
込
ん
で
し
ま
え
ば
、
取
り
返
す
こ
と
は
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
。
お
金
の
振
り
込
み
等
の
電
話
や
ハ
ガ
キ
に
つ
い

て
、
絶
対
一
人
で
判
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
必
ず
、
家
族
や
警

察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
！
「
脱
衣
場
ね
ら
い
」

高
森
警
察
署
管
内
で
は
毎
年
こ
の
時
期
、
温
泉
施
設
の
脱
衣
場
で

脱
い
だ
衣
服
な
ど
か
ら
金
品
を
盗
み
出
す
「
脱
衣
場
ね
ら
い
」
の
被
害

が
多
発
し
ま
す
。
高
森
警
察
管
内
の
平
成

年
中
の
「
脱
衣
場
ね
ら

24

い
」
の
被
害
認
知
件
数
は
５
件
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
８
件
）
で
す
が
、

こ
の
う
ち
４
件
は
１
～
２
月
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
盗
ま
れ
て
か
ら

後
悔
し
て
も
遅
す
ぎ
ま
す
。
た
と
え
面
倒
で
も
貴
重
品
は
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
る
な
ど
し
て
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

平
成

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、
平

24

成

年
２
月

日
（
月
）
か
ら
平
成

年
３
月

日

25

18

25

15

（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額
や
税
額
を

正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
っ

て
い
ま
す
の
で
、
申
告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
等

で
も
で
き
ま
す
。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申
告
会
場
は

大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

nta.go.jp

）の
、「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
簡
単
に
申
告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
阿
蘇
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

振
り
込
め
詐
欺
等
特
殊
詐
欺
被
害
が
大
幅
増

遭
難
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
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も
し
、
あ
な
た
が
、
自
分
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
や
住
ん
で
い
る
（
住

じ

ぶ
ん

う

す

す

ん
で
い
た
）
と
こ
ろ
を
理
由
に
差
別
を
受
け
た
ら
ど
う
思
い
ま
す
か
？

り

ゆ
う

さ

べ
つ

う

お
も

Ｑ
．
ど
ん
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

と
り

く

お
こ
な

Ａ
．
行
政
の

ぎ
ょ
う
せ
い

取
組
み

と
り

く

同
和
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
国
は
、
昭
和

年
以
来

年
間
、

ど
う

わ

も
ん
だ
い

か
い
け
つ

は
か

く
に

し
ょ
う

わ

ね
ん

い

ら
い

ね
ん
か
ん

44

33

特
別
措
置
法
に
よ
る
施
策
を
中
心
に
、
生
活
環
境
の
改
善
、
社
会
福
祉

と
く
べ
つ

そ

ち

ほ
う

し

さ
く

ち
ゅ
う
し
ん

せ
い
か
つ
か
ん
き
ょ
う

か
い
ぜ
ん

し
ゃ
か
い
ふ
く

し

の
増
進
、
産
業
の
振
興
、
職
業
の
安
定
、
教
育
の
充
実
、
人
権
擁
護

ぞ
う
し
ん

さ
ん
ぎ
ょ
う

し
ん
こ
う

し
ょ
く
ぎ
ょ
う

あ
ん
て
い

き
ょ
う
い
く

じ
ゅ
う
じ
つ

じ
ん
け
ん
よ
う

ご

活
動
の
強
化
な
ど
の
施
策
に

か
つ
ど
う

き
ょ
う

か

し

さ
く

取
り

と

組く

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
物

け
っ

か

ぶ
っ

的
面
で
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
既
存
の
一
般
対
策
で
対
応

て
き
め
ん

お
お

か
い
ぜ
ん

き

ぞ
ん

い
っ
ぱ
ん
た
い
さ
く

た
い
お
う

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
心
理
的
差
別
な
ど
残
さ
れ
た
課

し
ん

り

て
き

さ

べ
つ

の
こ

か

題
も
あ
り
ま
す
。

だ
い

平
成

（
２
０
０
０
）
年
に
は
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進

へ
い
せ
い

ね
ん

じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
く
お
よ

じ
ん
け
ん
け
い
は
つ

す
い
し
ん

12

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
策
定
さ

か
ん

ほ
う
り
つ

し

こ
う

ほ
う
り
つ

も
と

さ
く
て
い

れ
た
「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
の
中
で
は
、
同
和
問

じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
く

け
い
は
つ

か
ん

き

ほ
ん
け
い
か
く

な
か

ど
う

わ

も
ん

題
を
重
要
な
人
権
課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
、
人
権
教
育
・
啓
発

だ
い

じ
ゅ
う
よ
う

じ
ん
け
ん

か

だ
い

ひ
と

と

あ

じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
く

け
い
は
つ

の
視
点
か
ら
様
々
な
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

し

て
ん

さ
ま
ざ
ま

け
い
は
つ
か
つ
ど
う

す
い
し
ん

ま
た
、
熊
本
県
は
、
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
に
、「
熊
本
県
部
落

く
ま
も
と
け
ん

へ
い
せ
い

ね
ん

く
ま
も
と
け
ん

ぶ

ら
く

差
別
事
象
の
発
生
の
防
止
及
び
調
査
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

さ

べ
つ

じ

し
ょ
う

は
っ
せ
い

ぼ
う

し

お
よ

ち
ょ
う

さ

き

せ
い

か
ん

じ
ょ
う
れ
い

せ
い
て
い

し
、
結
婚
や
就
職
に
際
し
て
、
部
落
差
別
に
つ
な
が
る
よ
う
な
身
元

け
っ
こ
ん

し
ゅ
う
し
ょ
く

さ
い

ぶ

ら
く

さ

べ
つ

み

も
と

調
査
を
行
う
こ
と
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う

さ

お
こ
な

き

せ
い

同
和
問
題
は
行
政
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
粘
り
強
く
解

ど
う

わ

も
ん
だ
い

ぎ
ょ
う
せ
い

じ
ゅ
う
よ
う

か

だ
い

ね
ば

づ
よ

か
い

決
に
向
け
た

け
つ

む

取
組

と
り

く

み
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
い
し
ん

○
熊
本
県
人
権
情
報
誌
「
コ
ッ
コ
ロ
通
信
」
か
ら

く
ま
も
と
け
ん
じ
ん
け
ん
じ
ょ
う
ほ
う

し

つ
う
し
ん

過去10年間に納め忘れた国民年金保険料については、平成
24年10月から後納制度を利用して納付することが可能とな
りましたが、後納制度の申込みをされ、平成15年４月分以降
（平成14年10月から平成15年３月までの保険料は、平成
25年４月以降は納付できません。）の後納保険料のお支払いが
済んでいない方は、お手元の納付書の納付期限が平成25年３
月31日になっていますのでご注意ください。
なお、平成15年４月以降の後納保険料を平成25年４月１
日以降に納付される場合は、使用期限が平成26年３月末までの納付書が必要となります
ので、下記国民年金保険料専用ダイヤルまたはお近くの年金事務所までお問い合わせくだ
さい。

住
民
福
祉
課

人
権
同
和
啓
発
係

じ
ゅ
う
み
ん
ふ
く

し

か

じ
ん
け
ん
ど
う

わ

け
い
は
つ
か
か
り

人
権

じ
ん
け
ん

課
題

か

だ
い

に
つ
い
て
学
ぼ
う

ま
な

同
和
問
題

②

ど
う

わ

も
ん
だ
い

■お問い合わせ先 住民福祉課住民係 ℡６２−１１１１（内線１３４）

国民年金だより

国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金後後後後後後後後後後納納納納納納納納納納保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料納納納納納納納納納納付付付付付付付付付付書書書書書書書書書書国民年金後納保険料納付書ののののののののののの
使使使使使使使使使使用用用用用用用用用用期期期期期期期期期期限限限限限限限限限限ににににににににににごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意くくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささ使用期限にご注意くださいいいいいいいいいいい
国民年金後納保険料納付書国民年金後納保険料納付書のの
使用期限にご注意くださ使用期限にご注意くださいい

お問い合わせは、『国民年金保険料専用ダイヤル』へ

℡０５７０-０１１-０５０
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○
準
備
型
…
農
業
技
術
及
び
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

の
た
め
の
研
修
に
専
念
す
る
就
農
希
望
者
を
支
援
。

※
対
象
者

都
道
府
県
が
認
め
た
研
修
機
関
、
先
進

農
家
、
先
進
農
業
法
人
で
研
修
を
受
け
る
就
農
希

望
者
。（
就
農
予
定
時
の
年
齢
が

歳
未
満
）

45

○
経
営
開
始
型
…
経
営
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
新
規

就
農
者
の
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
を
支
援
。

※
対
象
者

農
業
経
営
開
始
後
５
年
以
内
の
者
（
就

農
時
の
年
齢
が

歳
未
満
）。

45

※
対
象
者
に
は
右
記
事
項
以
外
に
も
要
件
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
検
討
致
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
参
考
資
料

農
林
水
産
省

Ｈ
Ｐ
掲
載

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/new

_farm
er/n_

syunou/roudou.htm
l

■
お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
政
策
課

農
林
振
興
係
（
内
線
４
１
５
）

熊
本
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
派
遣
労
働

者
や
こ
れ
か
ら
派
遣
労
働
と
い
う
働
き
方
を
お
考
え

の
皆
様
を
対
象
と
し
て
、
労
働
者
派
遣
法
及
び
労
働

基
準
法
等
の
労
働
関
係
法
令
や
労
働
者
派
遣
制
度
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
会
と
、
派
遣
労
働

に
関
す
る
相
談
や
正
社
員
へ
の
就
職
等
、
個
別
相
談

に
応
じ
る
相
談
会
を
内
容
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
左
記

に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
開
催
日
時
・
場
所

①
平
成

年
２
月
８
日
（
金
曜
日
）

25

午
後
１
時

分
～
午
後
４
時

30

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

（
菊
池
市
隈
府
７
７
１－

１
）

℡
０
９
６
８－

２
４－

８
６
０
９

②
平
成

年
２
月

日
（
火
曜
日
）

25

12

午
後
１
時

分
～
午
後
４
時

30

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

（
八
代
市
清
水
町
１－

）
34

℡
０
９
６
５－

３
１－

８
６
０
９

③
平
成

年
２
月

日
（
金
曜
日
）

25

15

午
後
１
時

分
～
午
後
４
時

30

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
本

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
６－

１－

）
38

℡
０
９
６－

３
７
１－

８
６
０
９

○
説
明
会

・
労
働
者
派
違
法
と
労
働
者
派
遣
の
し
く
み
に
つ
い

て
・
労
働
基
準
関
係
法
令
の
ポ
イ
ン
ト

○
相
談
会

・
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
こ
と

・
正
社
員
へ
の
就
職
等
の
相
談

○
定
員

名
30

■
参
加
申
込
み
先

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部

需
給
調
整
事
業
室

-
-

℡
０
９
６
２
１
１
１
７
３
１

新
規
就
農
者
支
援
情
報

青
年
就
農
給
付
金
事
業

派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

ご
案
内
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あ
た
た
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
・
１
月

日
現
在
）

15

・
南
阿
蘇
え
ほ
ん
の
く
に

・
高
森
町
駐
在
嘱
託
員

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続

等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
熊
本
地
方
法
務

局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

○
日
時

平
成

年
２
月

日
（
第
３
木
曜
日
）
午

25

21

前

時

分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

10

30

※
た
だ
し
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き
ま
す
。

○
場
所

阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

-
-

℡
０
９
６
３
６
４
２
１
４
５
（
代
表
）

無
料
登
記
相
談
所
開
設
し
ま
す

第53回熊日書道展

代宮司幽峰氏が熊本市賞受賞
ゆうほう

九
州
北
部
豪
雨
災
害
へ
の
義
援
金
・

見
舞
金
を
い
た
だ
い
た
方
々

代宮司幽峰さん（本名・代
宮司佐冨美さん（高森・下町））
が、第53回熊日書道展・少字数の部へ作品「鴛」を
出品し、見事「熊本市賞」を受賞されました。同展は、
書家の研鑽の場として開催されており、今回５部門
計417点（少字数66点）出品の中から選ばれました。
表彰式は、昨年の12月23日に熊日本社で行われま
した。おめでとうございます。

12月５日、高森町食生活改
善推進員連絡協議会30周年記
念大会が高森総合センターで開
催され、講演や活動報告などの
発表がありました。
１月18日には、津留五月会長ほか役員が役場を
訪れ、記念品（電波時計）を町へ寄贈されました。
寄贈された電波時計は、現在、役場庁舎１階の町民
相談室に設置されています。

高森町食生活改善推進員連絡協議会
町へ電波時計を寄贈

▲熊本日日新聞 平成24年12月12日付
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○
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様
（
０
歳
～
中

学
校
を
卒
業
ま
で
）
を
対
象
と
し
、
そ
の
保
護
者

の
生
活
状
況
が
、
一
定
の
要
件
（
住
民
税
の
非
課

税
等
）
に
合
致
す
る
方
。

○
貸
付
金
額
（
貸
付
対
象
者
一
人
に
対
し
て
）

貸
付
と
同
時
に
一
時
金

…

万
５
千
円

15

貸
付
期
間
中

月

額

…

２
万
円

小
・
中
学
校
入
学
時
に

入
学
支
度
金

…

４
万
４
千
円

○
貸
付
期
間

貸
付
決
定
の
月
か
ら
中
学
卒
業
の
月

ま
で

○
利
子

無
利
子

○
返
還
方
法

一
括
返
還
ま
た
は
、

年
以
内
の
均

20

等
割
賦
（
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦
）
に
よ
る
返
還

方
法
を
選
択
。（
高
校
・
大
学
に
進
学
し
た
場
合
、

在
学
期
間
は
返
還
猶
予
で
き
る
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
機
構
熊
本
支
所
局

-

熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
４
７

-
-

℡
０
９
６
３
２
２
５
２
２
９

○
対
象
者

自
動
車
事
故
で
「
脳
」、「
脊
髄
」、「
胸

腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
持

ち
、
「
常
時
」
又
は
「
随
時
」
の
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
方
。

○
支
給
額

常
時
要
介
護
の
方

…

自
賠
責
後
遺
障
害
等
級

「
１
級
１
号
」
又
は
「
１
級
２
号
」

月
額

…

５
８
，
５
７
０
円

～
１
３
６
，
８
８
０
円

随
時
要
介
護
の
方

…

自
賠
責
後
遺
障
害
等
級

「
２
級
１
号
」
又
は
「
２
級
２
号
」

月
額

…

２
９
，
２
９
０
円～

５
４
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
機
構
熊
本
支
所
局

-

熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
４
７

-
-

℡
０
９
６
３
２
２
５
２
２
９

熊
本
県
で
は
、
平
成

年
度
か
ら
阿
蘇
地
域
振
興

22

局
総
務
振
興
課
内
に
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ

ン
チ
」
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

就
職
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
方

お
お
む
ね

歳
未
満
の
方
又
は

35

保
護
者
の
方
、
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方

○
お
手
伝
い
の
内
容

就
職
に
関
す
る
相
談
、
出
張

相
談
、
求
人
に
関
す
る
情
報
提
供
・
求
人
の
開
拓
、

職
業
適
性
診
断

○
相
談
時
間

平
日

時
～

時

10

17

（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

-
-

℡
０
９
６
７
２
２
８
１
７
８

「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
」

の
ご
案
内

若
い
方
の
お
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
し
ま
す

「
介
護
料
支
給
」
の
ご
案
内
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夜
間
、
お
子
様
の
急
病
や
ケ
ガ
で
心
配
な
と
き
の

小
児
救
急
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県

で
は
、
子
ど
も
の
急
な
病
気
や
ケ
ガ
に
対
す
る
保
護

者
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
県
下
全
域
を
対
象
と

し
て
、
夜
間
に
お
け
る
小
児
救
急
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

受
付
は
、
毎
日
、
午
後
７
時
か
ら
午
前
０
時
ま
で
、

看
護
師
又
は
必
要
に
応
じ
て
小
児
科
医
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

電
話
番
号
は
、「
＃（
シ
ャ
ー
プ
）８
０
０
０
番
」（
た

だ
し
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
光
電
話
か
ら

は
、
０
９
６－

３
６
４－

９
９
９
９
）
で
す
。

急
な
病
気
や
ケ
ガ
に
関
す
る
応
急
処
置
や
受
診
可

能
な
医
療
機
関
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
誌
は
毎
月
３
，
２
０
０
部
を
印
刷
し
、
町
内
配

布
と
と
も
に
高
森
出
身
の
皆
さ
ま
に
も
お
送
り
し
て

「
ふ
る
さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

本
誌
は
メ
ー
ル
便
の
場
合
、
１
ヶ
月
に

円
か
か

80

り
ま
す
。（
広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金
（
小
為
替
な
ど
）
や
、

円
以

90

下
の
少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の
ご
寄
付
を
毎
年
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
推
進
課

政
策
企
画
係

内
線
１
５
３

俺
な
ら
ば

オ
バ
マ
に
代
り
銃
規
制

知
恵
の
無
さ

六
時
過
ぎ
た
ら
半
額
よ

せ
か
ら
し
か

原
稿
取
り
が
泊
り
込
み

知
恵
の
無
さ

撒
き
餌
せ
ん
け
ん
つ
っ
こ
く
る

知
恵
の
無
さ

男
下
駄
で
ん
お
き
な
は
り

結
局
金

薄
給
見
捨
て
玉
の
輿

癖

苦
労
話
に
す
ぐ
泣
か
す

結
局
金

貴
男
だ
け
よ
と
言
う
た
く
せ

ど
う
し
た
の

妙
に
す
っ
き
り
片
づ
い
て

結
局
金

無
料
に
つ
ら
れ
飛
び
つ
い
た

知
恵
の
無
さ

つ
か
ま
る
詐
欺
は
詐
欺
で
無
ァ

初
空
に
災
害
の
山
白
く
光
り

歳
月
が
す
と
ん
と
止
る
枯
木
立

大
阿
蘇
よ
四
方
に
輝
け
初
光
り

よ

も

百
八
ッ
聞
き
つ
夢
路
と
な
り
に
け
り

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

市
原

正
成

大
塚
ほ
た
る

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺

雲
海

瀨
田

博

後
藤

法
龍

本
田

訓
子

森

政
隆

熊
本
県
小
児
救
急
電
話
相
談

俳

句
（
河
原
す
す
き
の
句
会
）

広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
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忙
し
く
働
い
て
い
た
時
は
多
少
無
理

を
し
て
も
体
調
も
悪
く
な
か
っ
た
の
に

休
日
に
な
る
と
風
邪
を
引
い
て
し
ま
っ

た
…
と
い
う
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
は
、
忙
し

い
時
と
休
日
で
は
身
体
の
免
疫
力
に
差

が
生
じ
る
か
ら
で
す
。

免
疫
力
を
高
め
る
食
材
を
摂
取
し
、

風
邪
や
が
ん
他
の
病
気
に
も
負
け
な
い

元
気
な
身
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

・
免
疫
力
と
は
…
病
原
菌
な
ど
か
ら
身

体
を
守
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
も
し
、

免
疫
力
が
な
け
れ
ば
私
達
は
健
康
に

生
活
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

☆
な
ぜ
、
冬
に
な
る
と
免
疫
力
が
低
下

し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？

・
粘
膜
（
の
ど
や
鼻
な
ど
の
内
面
を
お

お
っ
た
上
皮
）
は
、
乾
燥
に
弱
く
、

冬
に
分
泌
が
低
下
す
る
か
ら
で
す
。

低
下
す
る
と
、
粘
液
が
少
な
く
な
り

病
原
菌
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
でででででででででででででででででででででで
免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免
疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力

食
事
で
免
疫
力
ををををををををををををををををををををををを

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
まままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううう

高
め
ま
し
ょ
う
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

～
一
年
の
中
で
も
冬
が
最
も
免
疫
力
が
低
下
す
る
季
節
～

作り方
①薄力粉とベーキングパウダーを合わせてふ
るっておく。

②ボウルにＡとショウガを混ぜ合わせ、①を
加え混ぜ、カップに入れる。

③蒸気の上がった蒸し器で15分蒸す。

材料（10個分）
・薄力粉 ………… 80ｇ
・ベーキングパウダー
……………… 小さじ2

・おろしショウガ
………………… 20ｇ

Ａ
・はちみつ …… 30ｇ
・砂糖 ………… 30ｇ
・卵 ……………… ２個
・溶かしバター … 25ｇ

～カンタンおやつレシピ～

ショウガの蒸しパンの作り方

シ
ョ
ウ
ガ
は
万
能
薬

シ
ョ
ウ
ガ
に
含
ま
れ
て
い

る
「
ジ
ン
ゲ
ロ
ー
ル
」
と
い

う
辛
味
成
分
の
効
果
や
効
能

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ジ
ン
ゲ
ロ
ー
ル
を
摂

取
す
る
と
、
体
の
免
疫
機
構

が
活
性
化
さ
れ
て
、
免
疫
力

が
高
ま
り
ま
す
。

弱
点
は
…
高
熱
に
弱
く
、

酸
化
さ
れ
や
す
い
。

免
疫
力
を
最
大
に
高
め
る
方
法
は
…

・
吸
収
を
助
け
る
た
め
、
す
り
お
ろ
し

や
み
じ
ん
切
り
が
良
い
。

・
す
り
お
ろ
し
は
、
シ
ョ
ウ
ガ
汁
も

し
っ
か
り
使
い
切
る
。

・
食
べ
る
直
前
に
調
理
す
る
（
酸
化
防

止
）

・
高
温
で
の
調
理
は
避
け
る
。

・
生
で
薬
味
と
し
て
使
う
方
法
や
ぬ
る

め
の
汁
物
に
溶
か
す
方
法
が
最

高
！

・
低
温
も
苦
手
な
の
で
、
冷
蔵
庫
で
は

な
く
新
聞
紙
な
ど
に
包
み
日
陰
常

温
保
管
が
よ
い
。

免
疫
力
を
高
め
る
注
目
す
べ
き
食
材
は
…
シ
ョ
ウ
ガ
で
す
。

革
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▼
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

季
節
は
、
特
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
は
注
意
し
た
い

も
の
で
す
。
県
内
で
も
流

行
の
兆
し
が
あ
り
ま
す
の

で
体
調
管
理
に
は
十
分
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

▼
暦
の
上
で
は
す
で
に
立

春
で
す
。
早
く
春
が
来
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

℡67-0019後 藤 医 院2月10日

℡67-0020藤 本 医 院2月11日

℡68-0111阿 蘇 立 野 病 院2月17日

℡62-0216平 田 医 院2月24日

℡096-292-2250のむら内科クリニック3月 ３日

℡68-0111阿 蘇 立 野 病 院3月10日

◎診療は午前9時から午後5時まで
休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅休日在宅医医医医医医医医医医医

御遺族年 齢死亡者住 所

野尻 道明94野尻アキエ津 留・上津留

白石 年男86白石 エル河 原・市野尾

辛木 タヨ96後藤 武義高 森・横 町

瀬井 美雄90瀬井モモコ野 尻・井 上

瀬井 弘幸88瀬井 隆一尾 下・片 山

後藤 善孝87後藤 善延高 森・津 留

内田建二郎94内田 フミ高 森・横 町

2012年12月受付分（敬称略）

猿2月10日～3月10日分

●
２
月

日（
金
）

22

年
金
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
・
中
会
議
室
）

／

時
～

時

10

15

●
２
月

日（
月
）

25

役
場
支
払
日

●
２
月

日（
水
）

27

介
護
保
険
資
格
取
得
者
説
明
会
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

／

時
～

時

13

15

●
３
月
５
日（
火
）

役
場
支
払
日

●
３
月
８
日（
金
）

３
か
月
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

（
南
阿
蘇
村
白
水
保
健
セ
ン
タ
ー
）
／

時

分
～

13

30

●
３
月

日（
日
）

10

第

回
新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

25
（
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
一
帯
）
／

時
～

時

分

11

14

30

●
３
月

日（
木
）

14

１
歳
半
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

／

時

分
～

13

30

●
３
月

日（
金
）

15

パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
（
妊
娠
編
）（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

／

時
～

19
役
場
支
払
日

２
月

日
16

～
３
月

日
15

まちの人口
人口／７，１２８人（＋ ６）
男性／３，３９２人（＋ ５）
女性／３，７３６人（＋ １）
世帯／２，８４７戸（± ０）

平成24年12月31日現在

●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
内田建二郎 後藤 善孝

●広報寄付料（敬称略）
矢津田千代次（上色見・西中原）
貝田 正（色見・山鳥）
林 輝美（高森・横町）
田上 一生（福岡県・北九州市）

愛の
ご寄付

お
く
や
み

も
う
し
あ

げ
ま
す

編
集
後
記
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１月13日、新年恒例の「高森町消防出初め式」が高森中
央小学校グラウンドで開催されました。式では、消防活動に
功績のあった方々に表彰状や感謝状が贈呈された後、吉良嘉
人団長が「７・12九州北部豪雨災害の経験を踏まえて、地
域住民の協力を得ながら予防消防の徹底に努め、火災ゼロを
実現したい」と訓示。消防団員は防災への意気込みを新たに
しました。通常点検では、全13分団と高森中学校少年消防
隊が日ごろの訓練の成果を披露。また、高森幼稚園幼年消防
クラブの可愛いらしい防火演技も披露され、会場から温かい
拍手が送られていました。通常点検の審査結果は次のとおり
です。第1位／１分団（草部（社倉）・永野原・下切）、第2
位／３分団（中・矢津田）、第3位／８分団（上色見・色見
（小倉原））

安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
を
支
え
る

高
森
町
消
防
団
平成25年高森町消防出初め式
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